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令和５年度 事業実施結果について
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令和６年度 第１回
全国健康保険協会岐阜支部評議会
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について令和５年度 ＫＰＩ達成状況一覧（基盤的保険者機能関係）
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施策 令和５年度 ＫＰＩ設定項目
令和５年度
ＫＰＩ目標

令和５年度
実績

ＫＰＩ
達成状況
〇 達成
× 未達成

令和４年度
実績

令和４年度
からの比較

サービス水準の
向上

サービススタンダードの達成状況 100％ 100％ 〇 100％

現金給付等の申請に係る郵送化率
96.0％
以上

95.6％ × 96.0％

現金給付の適正化
の推進

柔道整復施術療養費の申請に占める、施術箇所３部位以上、
かつ月15日以上の施術の申請の割合

0.57％
以下

0.56％ 〇 0.57％

効果的なレセプト
内容点検の推進

社会保険診療報酬支払基金と合算したレセプト点検の
査定率

0.275％
以上

0.364％ 〇 0.275％

協会けんぽの再審査レセプト１件当たりの査定額
6,729円
以上

8,889円 〇 6,729円

返納金債権発生防
止のための保険証
回収強化及び債権
管理回収業務の推
進

日本年金機構回収分も含めた資格喪失後１か月以内の
保険証回収率

88.95％
以上

86.15％ × 88.95％

返納金債権（資格喪失後受診に係るものに限る。）の
回収率

63.23％
以上

60.72％ × 63.23％

被扶養者資格の
再確認の徹底

被扶養者資格の確認対象事業所からの確認書の提出率
94.0％
以上

89.9％ × 93.8％



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について令和５年度 ＫＰＩ達成状況一覧（戦略的保険者機能関係）
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施策 令和５年度 ＫＰＩ設定項目
令和５年度
ＫＰＩ目標

令和５年度
実績

ＫＰＩ
達成状況
〇 達成
× 未達成

令和４年度
実績

令和４年度
からの比較

特定健診実施率・
事業者健診データ
取得率等の向上

生活習慣病予防健診 実施率
61.2％
以上

59.5％ × 58.7％

事業者健診データ 取得率
14.8％
以上

12.9％ × 14.6％

被扶養者の特定健診 実施率
30.8％
以上

27.7％ × 28.8％

特定保健指導の実
施率及び質の向上

被保険者の特定保健指導 実施率
36.5％
以上

26.0％ × 31.5％

被扶養者の特定保健指導 実施率
36.5％
以上

23.6％ × 27.2％

重症化予防対策の
推進

受診勧奨後３か月以内に医療機関を受診した者の割合
13.1％
以上

9.99％ × 10.2％

コラボヘルスの
推進

健康宣言事業所数
1,240事業所

以上
1,327事業所 〇 －

広報活動や健康保
険委員を通じた加
入者等の理解促進

全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている事業
所の被保険者数の割合

64.0％
以上

64.49％ 〇 63.59％

ジェネリック医薬
品の使用促進

ジェネリック医薬品使用割合
80.0％
以上

83.4％
【Ｒ6.2】 〇 81.0％

地域の医療提供体
制等への働きかけ
や医療保険制度に
係る意見発信

効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療
構想調整会議や医療審議会等の場において、医療データ等
を活用した効果的な意見発信を実施

実施 実施 〇 実施



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について令和５年度 ＫＰＩ達成状況一覧（組織・運営体制関係）
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施策 令和５年度 ＫＰＩ設定項目
令和５年度
ＫＰＩ目標

令和５年度
実績

ＫＰＩ
達成状況
〇 達成
× 未達成

令和４年度
実績

令和４年度
からの比較

費用対効果を踏ま
えたコスト削減等

一般競争入札に占める一者応札案件の割合 20％ 以下 7.7％ 〇 7.7％



機密性2

令和５年度 取り組み結果等

5



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について健全な財政運営
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇評議会開催
・第一回（令和5年7月19日 開催）
【議題】・令和4年度決算見込みについて ・令和4年度事業実施結果について

・第二回（令和5年10月24日 開催）
【議題】・令和6年度保険料率について ・岐阜支部の課題を踏まえた今後の取組について

・第三回（令和6年1月12日 開催）
【議題】・インセンティブ制度に係る令和4年度実績について ・令和6年度保険料率について

・第3期保険事業実施計画（データヘルス計画）案について
・令和6年度岐阜支部事業計画（案）について

・第四回（令和6年3月18日 開催）
【議題】・令和6年度岐阜支部事業計画 ・第3期保健事業実施計画（データヘルス計画）について

・歯科医療費分析結果報告

〇保険料率と決算に関する情報発信
・保険料率…岐阜新聞・中日新聞・読売新聞に掲載〈R6.3〉、メールマガジン
・決算 …「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R5.9月号〉

・評議会で令和4年度の決算見込みや事業結果、令和6年度の事業計画や予算等の説明を行った。
・広報紙でR4年度の決算見込み、新聞や広報紙で令和6年度の保険料率を発信した。

・今後、更に厳しさが増すことが予想される協会の財政運営について、事業主や加入者に
理解いただくため協会決算や今後の見通しに関する情報発信に努める。

岐阜新聞（R6.3.28）

中日新聞（R6.3.27）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてサービス水準の向上
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

サービススタンダードの達成状況 100％ 100％
（全国平均 99.99％）

〇 100％

現金給付等の申請に係る郵送化率 96.0％ 95.6％
（全国平均 95.6％）

× 96.0％

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

• サービススタンダード（申請受付から10営業日以内の支払い）を達成することができ
た。

• R4年度は新型コロナウィルスの影響により郵送による申請件数が増加したが、R5年度
は申請件数が減少したこともありKPIは未達成となった。特に傷病手当金の申請件数
が減少した。（R4年度48,578→R5年度35,860）

• サービススタンダード（申請受付から10営業日以内の支払い）を遵守し、正確・迅速な支払いに努める。
• 加入者・事業主の利便性の向上や負担軽減の観点から、事務講習会の活用や効果的な広報を実施することで、郵送による申請を促進する。

• サービススタンダードについては、日々のOJTを通じて業務の習熟度を高め、支払い
までの期間短縮に努めた。

• 郵送化率の向上に向け、支部ホームページにおいて申請書の具体的な記入例を示す等、
効果的な広報に努めた。また、事務講習会において申請書記入の分かりにくい箇所・
注意事項等を説明し、郵送による提出を案内した。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について限度額適用認定証の利用促進
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・R5.8 医療機関を訪問し、オンライン（マイナンバーカード）による資格確認・限度額
区分確認の積極的な実施を依頼した。（12機関）

・オンラインによる限度額区分確認の推奨チラシを作成。積極的な広報（支部ホームペー
ジやメルマガに掲載、電話対応時の案内等）を実施した。

• オンライン資格確認の拡大により、限度額適用認定証の発行は減少した（R4 18,118枚、
R5 13,024枚）が、限度額が適用された現物給付割合※については、前年度を上回るこ
とができた。

• 現物給付割合：R4 71.9％、R5 72.6％

※ 限度額適用現物給付割合：医療機関窓口で限度額区分を適用して計算（請求）された給付

・マイナンバーカードの保険証利用のメリットとして、医療機関窓口において限度額区分
が確認できること（限度額適用認定証は発行不要であること）を積極的に広報し、限度
額が適用された現物給付割合の向上に努める。

（オンラインによる限度額区分確認の推奨チラシ）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について現金給付の適正化の推進
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

柔道整復施術療養費の申請に占める、施術箇所３部位以上
かつ月15日以上の施術の申請の割合
対前年度（0.57％）以下

0.56％
（全国平均 0.84％）

〇 0.57％

令和５年度 主な取組

• 3部位かつ月15日以上受診者に対し、負傷原因・受診日等の確認
のため、文書による照会を実施した。

• 多部位・頻回の請求割合が高い施術者を中心に、面接確認委員会
によるヒアリングを実施した。

• 傷病手当金と障害年金・老齢年金との併給調整を適切に実施した。

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

• KPI（3部位かつ月15日以上割合）は達成した。
• 柔道整復施術療養費の前年度比について、請求件数98.14％、請求書

合計額97.94％と、ともに減少することができた。
• 柔道整復施術療養費の申請は減少傾向で推移しており、引き続き適

正化への取り組みをより効果的・効率的に実施していく必要があ
る。

• 傷病手当金との併給調整件数・金額：障害年金135件 約3,600万円、
老齢年金55件 約510万円。

• 柔道整復施術受診者への文書照会を強化する。
• データ分析により傾向的に疑義がある施術所については、柔道整復療養費審査委員会において重点的に審査する。
• 必要に応じて面接確認委員会によるヒアリングを実施し、不正又は著しい不当な事例については、厚生局への情報提供を行う。
• 傷病手当金と障害年金・老齢年金との併給調整について、適正かつ迅速に実施する。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

①社会保険診療報酬支払基金と合算したレセプト点検の
査定率（※） 対前年度（0.275％）以上

0.364%
（全国平均 0.423％）

〇 0.275％

②協会けんぽの再審査レセプト１件当たりの査定額
対前年度（6,729円）以上

8,889円
（全国平均 8,472円）

〇 6,729円

令和５年度 主な取組

・社会保険診療報酬支払基金との協議を強化し、協会けんぽの点検の効率化を
図るとともに、支払基金の一次審査の査定率向上を促した。

・レセプト内容点検行動計画に基づき、点検員のスキルアップを促し、高点数
レセプトを中心に効率的な点検を行った。

（※）査定率＝レセプト点検により査定（減額）した額÷協会けんぽの医療費総額

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・社会保険診療報酬支払基金との協議を引き続き強化して実施するとともに、再審査請求の質の向上と効率化を図り査定率向上につなげる。
・レセプト内容点検行動計画に基づき、診療報酬改定に対応した研修等の実施や、他支部事例を取り入れる取り組みを引き続き行い、点検員の
スキルアップを図る。

・引き続き高点数レセプトを中心とした点検を行う。

・レセプト点検の査定率は前年度を上回った実績となったが、全国平均を
下回っているため、さらなるスキルの向上が必要である。

・レセプト1件当たり査定額は、前年度及び全国平均を上回った実績となった。
実績が全国平均を上回ったことで、前年度以上が求められる令和6年度のKPI
達成難易度が上がっている。

・令和6年度に行われる診療報酬改定への対応が必要となる。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について返納金債権発生防止のための保険証回収強化及び債権管理回収業務の推進
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

①日本年金機構回収分も含めた資格喪失後１か月以内の
保険証回収率 対前年度（88.95％）以上

86.15%
（全国平均 82.10％）

× 88.95％

令和５年度 主な取組

・日本年金機構の資格喪失処理後の保険証未回収者に対し、被保険者証回
収不能届を活用した電話催告等を実施した。

・未返納の多い事業所のデータ等を活用し、事業所等に対して資格喪失届
への保険証添付及び保険証の早期返納の徹底を周知した。

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・事業所ごとの回収状況のデータ等を活用し、保険証の未回収（返不能）者が多い事業所に向けた文書の送付や電話による連絡で、
資格喪失届等の提出時に保険証添付を徹底いただくこと、電子申請の場合は速やかな保険証の返却を行うことの周知を行う。

・保険証の回収（KPI）は、マイナンバーカードと健康保険証の一体化（健康保険証の廃止）が行われるまでの取組となる。

・資格喪失届の電子申請が増加しており、保険証を添付する紙の届出に比
べ、別途郵送等により後日保険証が返却されることになるため、資格喪
失後1か月を経過した返却となる傾向がある。
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国・自治体の短時間勤務
労働者の共済移行の影響
により増加



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について返納金債権発生防止のための保険証回収強化及び債権管理回収業務の推進
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

②返納金債権（資格喪失後受診に係るものに限る。）の
回収率 対前年度（63.23％）以上

60.72%
（全国平均 53.29％）

× 63.23％

令和５年度 主な取組

・債権の早期回収に取り組むとともに、保険者間調整の積極的な活用及び
費用対効果を踏まえた法的手続きの実施により、返納金債権の回収率向
上を図った。

・外国人債務者には多国語チラシによる債権発生の説明を行う等、健康保
険制度の理解向上と回収率向上を図った。

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・令和6年度におけるKPIは、返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を除く）の回収率前年度以上へ変更となる。
※オンライン資格確認やレセプト振替等を進めており、今後、資格喪失による返納金債権が減少することが見込まれることから、KPIとする返納金債権の対象範囲を広げ、
業務上・通勤災害による傷病や老齢・障害年金との調整により過払いとなった傷病手当金等の返還等もKPIの対象とする。

・資格点検マニュアルに則った点検・確認を実施し、速やかな返納金・損害賠償請求金等の調定を行い債権の早期回収に取り組む。
・引き続き、保険者間調整の積極的な活用及び費用対効果を踏まえた法的手続きを実施する。
・返納金の発生防止に効果のある、オンライン資格確認の推進を医療機関へ働きかける。また、加入者へは各種広報等にてマイナンバー
カードの保険証利用を周知し利用促進を図る。

・納付書の速やかな送付を行うとともに、未納付者へは催告、及び国民健
康保険などの保険者間での調整の実施・法的手続き等を行い、確実な回
収に努めたが、債権件数・金額の増加、収納までの手続き期間が長期と
なる保険者間調整が増加していること等の要因から、KPIは未達成と
なった。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について被扶養者資格の再確認の徹底

13

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

被扶養者資格の確認対象事業所からの確認書の提出率
94.0％以上

89.9％
（全国平均 89.1％）

× 93.8％

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・被扶養者状況リストの記載内容や添付書類の不備については、事業所あてに
返戻し、訂正後再度の提出を依頼した。

・異動届（解除用）について、支部到着後、10営業日以内に年金機構へ回送した。

・未提出事業所へ、電話による提出勧奨を実施した（2月）。

・被扶養者状況リストを支部にて再作成を行い、未提出事業所へ再送付すること
で提出を促した（3月）。

• 電話による提出勧奨や被扶養者状況リストを再作成しての催促を行ったが、KPIは達成できなかった。
（提出事業所数 20,101/対象事業所数 22,356）

• 本部による未提出事業所への勧奨方法の変更（被扶養者状況リストを同封した方法から、圧着はがきの送付のみに変更）が、提出率に
影響したと考えられる。

• 保険給付の適正化と本来被扶養者資格を有しない者による無資格受診の防止を図ることを目的に、被扶養者資格の再確認を徹底する。

• 未提出事業所への勧奨（電話・文書）を積極的に行うことで、提出率の向上を図る。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてオンライン資格確認の円滑な実施に向けた加入者への取り組み
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令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

〇マイナ保険証利用促進の広報
・医療機関と薬局にポスター配布
・関係団体や事業所にチラシ配布
・協会けんぽだより（納入告知書同封チラシ）〈R6.3月号〉
・社会保険ぎふ（社会保険協会の広報誌）〈R5.12月号、R6.2月号〉
・メールマガジン
・ホームページ

マイナ保険証利用率
マイナ保険証によるオンライン資格確認利用人数

外来レセプト枚数
＝

（チラシ）（ポスター）

（チラシ）
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R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5
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（％）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてオンライン資格確認の円滑な実施に向けた加入者への取り組み

15

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇広報等
・広報紙とマイナンバーカードカバーを新生児の親（被保険者）
に送付

・ＪＲ岐阜駅にポスターを掲載
・広報誌、メールマガジン、ホームページ
・関係団体の広報誌、メールマガジン
・社会保険事務担当者向けの研修会で説明
・健康保険委員の研修会で説明

・マイナ保険証の利用率は徐々に上がっているが低迷が続いている。利用率向上のため広報等に取り組んでいく。

〇「資格情報のお知らせ」を加入者に送付
・目的 ①加入者が自身の健康保険の資格情報を簡易に把握

②協会に登録されているマイナンバーの確認
・対象者 加入者全員
・送付時期 Ｒ6.9、Ｒ7.1～2
・送付方法 事業主経由で送付

１

2



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について業務改革の推進

16

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・新システム（R5年1月～）に対する習熟度や処理能力の
向上を図った。

・前捌き業務とスキャン作業※の正確な理解と、多能化
を推進した。

・標準化した業務プロセスを徹底し、審査確認の正確性
と迅速性を高めた。

・業務量の多寡や優先度に対応するため、前捌き業務・審査確認とも積極的に多能化を推し進め、生産性の向上を図る。
・業務マニュアルや手順書に基づく統一的な事務処理の徹底により、業務の標準化・効率化・簡素化を図る。
・各種ミーティングを有効に活用しグループ内のコミュニケーションを活性化させ、職員の意識改革を促進する。

5.28
5.15

5.01
5.24 5.16

7.14

6.29

5.99 6.03 6.03

4

5

6

7

8

R5.4 R5.6 R5.9 R5.12 R6.3

サービススタンダード平均所要日数

岐阜 全国

・サービススタンダード対象申請書の平均所要日数（受付か
ら支払いまでにかかる日数）について、全国平均を下回る
日数で処理することが出来た。（右図）

※ 各申請書を受付後、簡易審査（前捌き）を実施しスキャン
を行うことで、システムに登録している。

（日）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上（生活習慣病予防健診）

17

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

①生活習慣病予防健診 実施率 61.2％以上 59.5％（182,616件）
（全国平均 57.7％）

× 58.7％（176,908件）

令和５年度 主な取組

〇受診勧奨
・新規適用事業所へ案内発送：1,932事業所
・新規任意継続加入者へ案内発送：6,292名
・個人宛勧奨文書を発送：68,963名

〇新規健診機関受託に向けた勧奨
・朝日大学病院（令和6年度から委託）
・新生病院（令和6年度から委託）
・さくらクリニック（令和6年度から委託）
・堀部クリニック

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・業務委託による事業所への勧奨（電話、文書等）や、自己負担減額、
付加健診受診機会増加に合わせた定期健診からの切替促進

・健診実施機関による事業所への受診勧奨の実施、進捗確認および促進
の働きかけ

・新規健診受託機関獲得のため職員の訪問等による交渉
・未受診者に対する個人あて受診勧奨の実施

・生活習慣病予防健診については自己負担額を軽減したことから、事業者健診を利用している事業所に対し、案内チラシや健診機関からの
働きかけにより生活習慣病予防健診への切り替えを進めてきた。国・自治体の短時間勤務労働者の共済移行（R4.10）の影響により対象者数
が減少するという特殊要因があるなかで、KPIは達成しなかったが、前年と比べ実施件数を増加させることができた。

・新規健診機関受託に向けた勧奨を行い、前年度より1か所多い51健診機関に増加させることができた。

（事業所向けパンフレット）
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上（事業者健診）

18

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

②事業者健診データ 取得率 14.8％以上 12.9％（39,544件）
（全国平均 7.1％）

× 14.6％（43,924件）

令和５年度 主な取組

〇データ提供勧奨
・職員による訪問での提供依頼 → 63事業所に実施
・岐阜労働局、岐阜県との
三者連名文書による提供依頼 → 1,000事業所に送付

・民間業者への勧奨業務委託 → 400事業所分委託
221事業所分（対象者2,031名分）
データ提供に関する同意書取得

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・優先度および業種情報を含んだ同意書取得勧奨リストの作成、外部委託を
活用した取得、継続提供の推進

・事業所の受診日程等情報の更新による、健診結果の確実な取得
・三者連名の提供依頼

・事業者健診については、データ未提供の事業所から新規の取得を進めつつ、生活習慣病予防健診への切り替えを進めてきた。国・自治体の
短時間勤務労働者の共済移行（R4.10）の影響により対象者数が減少するという特殊要因があるなかで、KPIは達成しなかったが、前年と比
べ実施件数は4,324件の減少にとどまった。

・生活習慣病予防健診の実施件数が5,708件増加していることから、KPIは達成しなかったが、事業者健診から生活習慣病予防健診への切り替
えについて、一定の効果があったと考えている。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について特定健診実施率・事業者健診データ取得率等の向上（特定健診）

19

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

③被扶養者の特定健診 実施率 30.8％以上 27.7％（20,975件）
（全国平均 28.3％）

× 28.8％（22,433件）

令和５年度 主な取組

〇無料オプション付健診の県内各地での実施
・実施回数100回 受診者8,558名（令和4年度 7,251名）
・実施案内 上期実施分 約80,000名 下期実施分 約72,000名
・追加勧奨 28,300名

〇治療中者の検査結果の提供依頼
・医師会医療機関818機関 4,065名分

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・オプショナル集団健診（おてがる健診）の実施（前期・後期開催）
・オプショナル集団健診（おてがる健診）申し込み状況に応じた追加DM勧奨
・岐阜県や市町村と連携した集団健診の勧奨
・受診者データの分析による勧奨対象の選定および受診勧奨

・特定健診については、集団健診を設定し対象者に広く案内することを進
めてきた。

・国・自治体の短時間勤務労働者の共済移行（R4.10）の影響により対象者
数が減少するという特殊要因があるなかで、KPIは達成せず、全国平均を
下回った。集団健診の実施による一定の効果があったと考えているが、
各地の医療機関での健診受診増にも取り組む必要がある。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について特定保健指導の実施率及び質の向上（被保険者）

20

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

①被保険者の特定保健指導 実施率 36.5％以上 26.0％（9,972件）
（全国平均 19.8％）

× 31.5％（11,448件）

令和５年度 主な取組

〇初回面談件数の拡大
・委託保健指導機関との連携強化により健診当日保健指導の促進
・外部委託機関の活用による、ICT面談の実施
・事業者健診データ提供元に案内を行い、受け入れの勧奨実施

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・健診実施機関の指導実施状況確認および主要機関への訪問による推進
・保健指導未契約機関への保健指導実施の勧奨
・外部専門機関との連携強化による実施件数拡大、中断率減少
・支部保健師の質の向上による中断率減少、新規指導者の採用
・ICT面談の促進
・運輸業事業所の保健指導受け入れに向けた岐阜運輸局、トラック協会
との連携

・特定保健指導については、支部保健師の稼働の維持と、委託機関での
実施件数増加に取り組んできた。

・支部保健師については指導者1名あたりの実施件数が全国1位であった
が、指導者の減少（退職）に伴い総実施数が減少した。

・委託保健指導機関において実施件数が伸びていることから、働きかけ
による一定の成果があったと考えている。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について特定保健指導の実施率及び質の向上（被扶養者）

21

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

②被扶養者の特定保健指導 実施率 36.5％以上 23.6％（377件）
（全国平均 15.6％）

× 27.2％（484件）

令和５年度 主な取組

〇集団健診
・無料オプショナル集団健診にて健診当日初回面談を同時に実施する
ことによる促進

・集団健診受託機関への健診当日初回面談実施の徹底

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・健診機関による集団健診当日の保健指導の推進
・健診機関との連携強化による実施件数拡大、中断率減少

・被扶養者の特定保健指導については、集団健診会場で対象者にもれなく
実施することを進めてきた。

・総実施件数が減少していることから、翌年度の実施に際し、集団健診
会場で確実に実施ができているか、確認が必要であると考える。
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について重症化予防対策の推進

22

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

受診勧奨後３か月以内に医療機関を受診した者の割合
13.1％以上

9.99％
（全国平均 9.15％）

× 10.2％

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇支部保健師による受診勧奨
・支部保健師による要治療者への電話勧奨 1,202人実施
・保健指導実施時の要治療者への面談 532人実施

〇外部委託機関による受診勧奨
・委託健診機関による要治療者への電話勧奨 5,082人委託
・委託専門機関からの文書勧奨 6,100人委託

・重症化予防の取り組みでは、支部独自の文書勧奨、県との合同の文書
同封、支部からの電話勧奨を実施した。

・医療機関受診率が向上しなかったため、委託健診機関からの早期勧奨
のスキーム構築に取り組む。

・支部保健師による未治療者勧奨の継続的な実施および勧奨対象の
効率的な選定

・健診機関からの電話による受診勧奨の実施、進捗確認および促進の
働きかけ

・外部委託機関からの受診勧奨の状況確認および連携強化
・岐阜県と連携した受診勧奨の実施
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてコラボヘルスの推進

23

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

健康宣言事業所数 1,240事業所以上 1,327事業所
（全国平均 2,016事業所）

〇 －

令和５年度 主な取組

〇健康宣言の広報等
・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R5.6、8月号〉
・メールマガジン、ホームページ
・「社会保険ぎふ」（社会保険協会の広報誌）〈R5.8月号〉
・岐阜新聞〈R5.11、R6.3〉、中日新聞〈R6.3〉
・健康経営セミナーで健康経営について講演〈R6.1〉
・社会保険事務研修会で健康宣言について説明〈R5.5・6・11〉

〇事業所の健康づくり
・事業所健康度カルテを配付〈R6.1〉
・健康講座（運動、睡眠、食事）を実施

岐阜新聞（R6.3.28）

中日新聞（R6.3.27）

岐阜新聞（R5.11.28）

令和5年3月 認定 令和6年3月 認定

大規模法人部門 12社 15社

中小規模法人部門 247社 310社

健康経営優良法人認定事業所数
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてコラボヘルスの推進

24

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・健康宣言事業所数はKPIを達成した。また、健康経営優良法人認定事業所数も前年を上回る結果となった。
・岐阜支部の加入者は「運動習慣要改善者」「飲酒習慣要改善者」「睡眠で休養が取れていない者」の割合が多いため、改善を進めていく。

〇健康宣言の広報等
・事業所に文書勧奨（血圧リスクが高い業種）

（道路貨物運送、食料品以外の小売業、化学工業・同類事業、機械器具製造業、金属工業 等）

・広報誌、メールマガジン、ホームページ
・関係団体の広報誌とメールマガジン
・新聞に掲載
・健康経営セミナーで健康経営について講演

〇事業所の健康づくり
・健康課題抽出に役立つ「事業所健康度カルテ」を配付
・職場の健康講座（運動、食事、禁煙、睡眠）を開催
・県と連携してウォーキングアプリで運動促進
・産業保健総合支援センターと連携してメンタルヘルス対策を実施
・健康宣言事業所に健康経営の振り返りチェックシートを送付（これまでの
取組を振り返り、今後の取組に活かす）

（健康講座のチラシ）

（健康宣言パンフレット）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について広報活動や健康保険委員を通じた加入者等の理解促進

25

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されている
事業所の被保険者数の割合 64.0％以上

64.49％
（全国平均 52.64％）

〇 63.59％

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇健康保険委員の委嘱拡大等
・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R5.7月号〉
・「協会けんぽSTYLE」（健康保険委員広報誌）〈R5.6、11月号）
・健康保険委員に卓上カレンダー配付〈R5.11）
・ホームページ

〇上手な医療のかかり方の広報
・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R5.5、10月号〉
・「社会保険ぎふ」（社会保険協会の広報誌）〈R5.12月号〉

〇リフィル処方箋について広報
・複合広告（YouTube、新聞、TVCM等）
・メールマガジン、ホームページ

〇健康保険制度や各種給付金の申請方法、健康診断等の広報
・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R5.4～R6.1、R6.3月号〉
・メールマガジン、ホームページ

・「協会けんぽだより」で健康保険委員委嘱の勧奨を行ったことにより、委嘱数の拡大に繋がりKPIを達成
することができた。今後は、委嘱数だけでなく健康保険委員の満足度向上にも取り組む。

・健康保険委員の委嘱拡大のため事業所へ文書勧奨を実施
・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）に健保委員勧奨を掲載
・健康保険委員研修会を実施
・広報誌等を活用して健康保険制度や各種給付金等の申請方法等の周知

健康保険委員 事業所の被保険者数の割合 ＝
健康保険委員が委嘱されている事業所の被保険者数

全被保険者数

（協会けんぽだよりR5.10月号）

62.53 
62.25 

63.52 63.59 63.63 
64.03 64.01 

64.49 

61.00

62.00

63.00

64.00

65.00

R4.6 R4.9 R4.12 R5.3 R5.6 R5.9 R5.12 R6.3

健康保険委員 事業所の被保険者数の割合
(%)



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてジェネリック医薬品の使用促進

26

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

ジェネリック医薬品使用割合 80.0％以上 83.4％
（全国平均 83.7％）

〇 81.0％

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R5.7月号〉
・メールマガジン、ホームページ
・ジェネリック医薬品の使用割合が低い医療機関・薬局を県と訪問
・「見える化ツール」※を医療機関・薬局に送付〈R5.6、R6.2〉
・ジェネリック医薬品軽減額通知」※を加入者に送付〈R5.8・9、R6.2〉
・ジェネリック医薬品希望シールとお薬手帳カバーを新生児の
親（被保険者）に送付

・岐阜市役所の電子掲示板を活用（ジェネリック医薬品の動画）
・小中学校の生徒へチラシ配布

・使用割合はKPIを達成した。全国平均より低いが、差は縮まっている。
引き続き加入者への広報や医療機関・薬局訪問等を行い、使用割合向上に繋げる。

・ジェネリック医薬品軽減額通知を送付
・「見える化ツール」を医療機関と薬局に送付
・ジェネリック医薬品の使用割合が低い医療機関・薬局を県と訪問
・ジェネリック医薬品希望シールとお薬手帳カバーを新生児の親（被保険者）に送付

（協会けんぽだよりR5.7月号）

※ 「見える化ツール」
個別医療機関ごとのジェネリック医薬品の使用割合やジェネリック医薬品使用割合の向上に寄与する
上位10医薬品などを記載したもの

※「ジェネリック医薬品軽減額通知」
ジェネリック医薬品に変更した場合のお薬代の軽減見込み額をお知らせするもの
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機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてインセンティブ制度の着実な実施

27

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇広報
・「協会けんぽだより」（納入告知書同封チラシ）〈R6.3月号〉
・「社会保険ぎふ」（社会保険協会の広報誌）〈R5.4月号〉
・メールマガジン
・ホームページ
・岐阜新聞に掲載〈R6.3〉
・年金委員研修会で説明〈R6.2〉

・岐阜支部の令和4年度インセンティブ制度の結果は総合11位であった。令和3年度は1位
だったので順位は下がったが、インセンティブは付与されたので加入者の利益に繋げる
ことができた。

・加入者及び事業主にインセンティブ制度の仕組みや意義を理解していただけるよう、
「協会けんぽだより」や各種広報を活用して周知する。

（協会けんぽだよりR6.3月号）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について地域の医療提供体制等への働きかけや医療保険制度に係る意見発信

28

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

効率的・効果的な医療提供体制の構築に向けて、地域医療構想
調整会議や医療審議会等の場において、医療データ等を活用し
た効果的な意見発信

実施 〇 実施

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇地域医療構想調整会議
・地域医療構想調整会議（東濃圏域、中濃圏域、飛騨圏域）
に出席〈R5.7～R6.3〉

〇岐阜県医療審議会
・岐阜県医療審議会に出席〈R5.7～R6.3〉

〇岐阜県保険者協議会
・岐阜県保険者協議会及び各部会に出席〈R5.6～R6.1〉
・岐阜県保険者協議会で作成したチラシを新生児の親（被保険者）
に送付

・地域医療構想調整会議等の場で医療提供体制の構築に関する意見発信
をすることができた。
協会が保有する医療費データを活用して効果的な意見を発信していく。

・地域医療構想調整会議等の場で、医療保険者として保有する医療費データ等を活用した効果的な意見発信をする。
・「上手な医療のかかり方」について、関係団体と連携のうえ、加入者及び事業主に対して効果的な働きかけを行う。

（岐阜県保険者協議会のチラシ）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について調査研究の推進

29

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇歯科医療費の分析（委託事業）
・岐阜支部は若年層（0～19歳）の歯科医療費が全国平均を上回っているため要因を分析した。

〇情報系システムの活用
・「情報系システム」の操作方法等の研修を受講した。

・歯科医療費を押し上げている要因は分かったが、課題解決には至らなかった。

・研修の受講で分析担当者のレベルアップを図ることができた。

・歯科医療費の分析結果を岐阜県歯科医師会と共有し、今後の対策を検討する。

・医療費や健診データを活用して分析を行い、分析結果を発信する。



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について人的資源の柔軟な運用 / 支部業績評価への対応

30

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇人的資源の柔軟な運用
・ジョブローテーションと業務実態を考慮した人的資源の配分を行った。

〇支部業績評価への対応
・毎月の業務推進会議により、進捗確認と対応方法を確認した。

・日々の業務でOJTを行い人材育成に努めた。

・管理職以上で支部全体の業務進捗を毎月確認した。今後は全職員が支部事業を共有できるようにする。

・業務の効率化の現状等を踏まえ、適切な人員配置を行う。

・認識された課題とその対策を職員全員で共有することで、支部全体の業務改善・改革への意識を向上させる。

・加入者及び事業主の目線に立った施策を考え取り組む。

・全職員が支部事業の内容を共有して取り組む。



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度について費用対効果を踏まえたコスト削減等

31

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

一般競争入札に占める一者応札案件の割合 20％以下 7.7％
（全国平均 9.9％）

〇 7.7％

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

・十分な公告期間や履行期間を設定して入札に参加しやすくした。

・業者への積極的な声掛けを行い入札を促した。

・わかりやすい仕様書を作成し競争参加を促した。

・13件の入札のうち1件のみ一者応札であったため、KPIを達成することができた。

・一者応札の要因を分析して、より競争性を増すための対策を講じていく。

・わかりやすい仕様書を作成する。

・十分な公告期間や履行期限を設定する。

・参加が見込まれる業者へ周知する。

・業者に事業の詳細を理解してもらうため、事前説明会を実施する。

14.3

7.7 7.7

0

5

10

15

20

R3年度 R4年度 R5年度

一者応札案件の割合（％）



機密性2 参考⑤ 見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度についてコンプライアンスの徹底 / リスク管理

32

令和５年度 KPI目標 令和５年度 実績 KPI達成状況 令和４年度 実績

設定なし － － －

令和５年度 主な取組

令和５年度 総括・課題

令和６年度 主な実施計画

〇コンプライアンスの徹底
・コンプライアンス委員会開催〈R5.4、R5.6、R5.11、R6.2〉
・コンプライアンス研修〈R6.2〉
・ハラスメント研修〈R5.9〉

〇リスク管理
・個人情報保護管理委員会開催〈R5.4、R5.6、R5.11〉
・個人情報保護研修〈R5.11〉
・個人情報保護に関して保有ファイルの管理状況を定期的にチェック
・情報セキュリティ研修〈R5.5、R5.8〉
・災害時の職員安否確認訓練を実施〈R5.5、R5.10〉

・各種研修等を実施して、職員に対し改めてコンプライアンスの徹底とリスク意識の向上に努めた。

・コンプライアンスについて職員研修等を実施して徹底を図る。

・職員のリスク意識や危機管理能力を高め、研修及び各種リスクを想定した訓練を実施する。


